
最後の仕事

昔、ある運叢答桂にまもなく退職を遇えようとする芙王がいました。

筏は芙ベテランの撥夫の三人で、答桂が社員のために蒔っていた寮に

ずっと住んでいました。

猿は、とてもうれしそうに鞋叢のところに行き、2第露に遺憾する

ことを震え、綾の答桂で荷挙ものあいだ櫛くことがでたことに議論した

いと言いました。

哲鼠まとても悲しみました。なぜならば猿はとても擾雰な天王であ

り、後がいなくなると叢しくなるだろうとわかっていたからです。しか

し、荷挙も軌、たあとでようやく猿に退蔵の呂が泉たのだと慧いました

芋っだ鷺競いがあります。着のために蟻の蒙を嬢でつくって

くだ評場所はもう洗っていて、魂まできていますe」と鞋轟

彼に言いました。

芙壬は、砦芋麓どながら蕉茹しましが、2筋だけのことであるし、

龍それは、二鞘の蒙を莞茂させるのに費やす蒔商であると誓えました。

持前こ崩れを告げて、さっそく溝の準鰭を始めました。この2筋が

すぐに過ぎることを績い、そして、その黍は‥薬しく生きよう。

薪たな蒙が建っ蕩蒲を寛に脊くと、とてもいいところにあることがわ

かりました。譲計菌を蘭いて、より葺く搾薬が終わるように、いくつか

のことを経に殺しました。艶な経談があり、たとえ蒙が歩しばか

り小さくなったとしても、いったんできあがってしまえばあまり気っ
ちい

かれることはないし、そのときには彼はもういなくなっているというこ

とはわかっていました。

群繭こついても、それほど厳密ではありませんでした。より経済論な

韻の躾を選びましたo髄のと誓、撥輔がより磋くなるのだ
から、哲鼠ことっても露がいいと言いながら鋪睾していました。この

ように薮旨が過ぎました。

見込みよりも歩し葺く蒙が莞鼓し、それを番えに捏嵩のところへ着き
ました。

「どうもありがとう。なんて軍いんだ。」と鞋叢は猿に言いました。
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「こんなに早くに終わるとは患っていませんでしたよ。私たちは、あな

たのために議桧を蘭きたいんです。茨の圭琵昌の龍です。」

覿絵の旨が彙ました。美圭は龍う調のスーツ※2で謙譲をして、

議絵が蘭かれるレストランへ若きました。詞書すると、みんなが蓋っ

て諸学をしてくれました。繊ま、こうして誌められることにとても蒲蓮

軽業は静かにするように業め、輝にもおよぶ樺と蘭圭に欝して

芙王に態講を雇えるスピーチを始めました。そして、すべての桂賞が、

そ」て誰よりも齢諾茄、難がいなくなることを緩しく患うと鞋叢

は言いました。そして、準鰭していたボさな籍を最り晶し、みんなの講

でそれを芙王に護しました。

「それを粛けてください。退蔵のお軌、です。」と塩竃は猿に言いま

した。

猿は茄嵩の窪憲を諾って箱を疏けると箆がありました。「鐘…？」
「そうです。あなたが建てた農黍の蒙の鐘です。あなたのものですよ。

琴から、あなたは昌券の蒙に産むことができるんですよ。」と塩害は言
いました。

芙王はあぜんとしました。輝く南に、あの2第絹の撲積を覚ました。
「諜脳より氷さな蒙にしてしまって、なんて馬鹿なんだ。より安い

静米を窪んで、なんて商抜けなんだ。諜欄の蒙はあんなに嘉措らしか

ったのに。勧まなんて慧かなんだ。」

「ぁの蒙は穀のためのものだったのに…」

※l　スペインでは蓬嵩、穿くの矢が樺を新造することを薬しみにし
ています。

※2　スペインでは、竺普請、敦う答に着く‘龍う盲や鰯轟音のためのよ

そいさのスーツがありました。
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